
J-sys 導入について 

１．はじめに 

ハンディキャップ委員会並びに競技委員会は、２０２５年１月から倶楽部競

技で使用している倶楽部ハンディキャップ（倶楽部ＨＤＣＰ）に代わり、Ｊ－ｓ

ｙｓによるハンディキャップインデックス（ＨＤＣＰインデックス）の導入に向

けて準備を開始いたしました。 

会員の皆様におかれましては、同封の「Ｊ－ｓｙｓゴルファ登録申込書」にご

記入の上、フロントにご提出いただきますようご案内申し上げます。 

また、プレーされた際は必ずスコアカードをご提出いただきますよう重ねて

お願い申し上げます。 

 

２．Ｊ－ｓｙｓとは 

Ｊ－ｓｙｓとは、日本ゴルフ協会が管理・運営するハンディキャップシステム

で、幾度かの改定を経て、２０２２年に世界統一のハンディキャップ規則に基づ

くワールドハンディキャップシステム（ＷＨＳ）に準拠して運用を開始しました。 

ハンディキャップインデックスの計算方法は、ハンディキャップ規則で公開

されており、全世界で使用できるハンディキャップとなります。 

 

３．Ｊ－ｓｙｓを導入する理由 

一部の競技を除き倶楽部競技では、倶楽部ＨＤＣＰを用いて競技成績を決定

していましたが、競技参加者からは、「倶楽部ＨＤＣＰは現在の技量が反映され

ていない」「使用するティにより女性だけがＨＣを加減算されるのはわかりにく

い」等の声が寄せられていました。 

その為、ハンディキャップ委員会及び競技委員会は、現在の技量が反映されや

すく、世界中で使用されているＷＨＳに準拠したＪ－ｓｙｓを導入する事で合

意しました。 

 

４．倶楽部ＨＤＣＰとＨＤＣＰインデックスの相違点 

現在、倶楽部競技で使用している倶楽部ＨＤＣＰは、スクラッチプレーヤーに

よるコースの難易度（「コースレーティング」といいます）と実際にプレーした

グロススコアとの差に係数（０．９６）を乗じて計算した値（「ディファレンシ

ャル」といいます）を基準に、ハンディキャップ別に必要枚数のベストディファ

レンシャルの平均値を算出して、ハンディキャップ委員会において査定いたし

ます。 

ＨＤＣＰインデックスは、コースレーティングに加えて、ボギープレーヤーに



よるコースの難易度（「ボギーレーティング」といいます）に基づいて決定され

た相対難易度（「スロープレーティング」といいます）により計算された値（「ス

コアディファレンシャル」といいます）を基準に、Ｊ－ｓｙｓに登録された枚数

別にベストディファレンシャルの平均値により算出します。 

 

※（スコア）ディファレンシャル計算例： 

佐倉ＣＣでレギュラーティ・ベントグリーンを使用し、グロススコア９

０でプレーした男性の場合（調整は無いものとする） 

■倶楽部ＨＤＣＰにおけるディファレンシャルの計算方法 

ディファレンシャル＝係数×（グロススコア － コースレーティン

グ） 

２０．６＝０．９６×（９０－６８．５） 

■ＨＤＣＰインデックスにおけるスコアディファレンシャルの計算方法 

スコアディファレンシャル＝（基準値÷スロープレーティング）× 

（グロススコア － コースレーティング － 調整値） 

２０．２＝（１１３÷１２０）×（９０－６８．５－０） 

 

表１は、倶楽部ＨＤＣＰとＨＤＣＰインデックスの主な相違点について示

したものです。 

 倶楽部ＨＤＣＰ ＨＤＣＰインデックス 

ＨＤＣＰの上限 ４０ ５４ 

ＨＤＣＰ新規取得に要

する必要枚数 

スコアカード５枚 

（６ヶ月以内） 

５４ホール分のスコアカ

ード（期限無し） 

ＨＤＣＰ計算に使用す

るベストスコア枚数 

ＨＤＣＰ：ベストスコア 

０～１０：１０枚 

１１～２０：５枚 

２１～４０：３枚 

（１年以内） 

登録枚数：ベストスコア 

３～５：１枚 

６～８：２枚 

９～１１：３枚 

１２～１４：４枚 

１５～１６：５枚 

１７～１８：６枚 

１９：７枚 

２０：８枚 

（２０枚以上は最新の 

スコアカード） 

―表１― 



 

５．競技で使用するハンディキャップ 

 ＨＤＣＰインデックスは、コースレーティングとスロープレーティングを

持つゴルフコースをプレーする際に、どこでプレーしても持ち運び可能となる

ものですが、倶楽部競技で運用する場合は、使用するティ及びグリーンに応じて

コースハンディキャップ（コースＨＤＣＰ）に換算します。 

また、競技の規模やプレー形式によりコースＨＤＣＰの適用率（「ハンディキ

ャップアローワンス」といいます）が推奨されており、実際の競技では、コース

ＨＤＣＰにＨＤＣＰアローワンスを乗じた値（「プレーイングハンディキャップ」

といいます）により競技成績が決定されます。 

 

※コースＨＤＣＰ・プレーイングＨＤＣＰの計算例： 

佐倉ＣＣでレギュラーティ・ベントグリーンを使用し、ＨＤＣＰインデ

ックス２０．２の男性がプレーした場合。ＨＤＣＰアローワンスは９

５％とする。 

 

■コースＨＤＣＰの計算方法 

コースＨＤＣＰ＝ＨＤＣＰインデックス×（スロープレーティング ÷ 

基準値）＋（コースレーティング ー パー） 

１７．９＝２０．２×（１２０÷１１３）＋（６８．５－７２） 

 

■プレーイングＨＤＣＰの計算方法 

プレーイングＨＤＣＰ＝コースＨＤＣＰ×ＨＤＣＰアローワンス 

１７．０＝１７．９×９５％ 

 

６．今後の予定及び検討内容・ 

■２０２４年 １月～ＨＤＣＰインデックス取得開始 

■２０２４年 １月～競技規則の改定・倶楽部ＨＤＣＰの存続及び査定・

ＨＤＣＰインデックスの調整等の検討 

■２０２４年 ９月  理事会上程（競技規則の改定等） 

■２０２４年１０月～倶楽部競技での倶楽部ＨＤＣＰとＨＤＣＰインデッ

クスの平行運用 

■２０２５年 １月～ＨＤＣＰインデックスによる倶楽部競技での本番運

用開始 

 



 

７．その他 

Ｊ－ｓｙｓ導入に関するお知らせについては、ホームページにて随時ご

案内申し上げます。 

 

ハンディキャップ委員会  

競 技 委 員 会  


